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輝
く
未
来
に
夢
を
も
ち

ゐ
た
く

「
ぼ
く
だ
ち
西
条
小
の
五
年
一
組
は
、
避
ひ
と

勉
強
と
の
け
じ
め
の
あ
る
ク
ラ
ス
で
す
。
授
業

中
、
先
生
の
話
し
は
、
み
ん
な
一
生
懸
命
に
聞

き
ま
す
。
そ
し
て
、
時
間
も
き
ち
ん
と
守
り
ま

す。
忙
し
い
時
は
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
う
ま
と

ま
り
あ
る
五
年
一
組
で
す
。

悪
い
所
は
、
男
子
と
女
子
、
か
お
互
い
巳
少
し

悪
口
を
言
つ
だ
り
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
で
も
、

ぼ
く
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
大
変
仲
の
良
い
ク
ラ

ス
で
す
ω
と
、
委
員
長
の
丸
山
祐
一
君
。
男
子

十
三
名
、
女
子
十
一
名
の
西
条
小
学
校
五
年
一

組
は
、
み
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
の
チ
ビ
コ
子
で

す。一
自
然
と
調
和
し
た
、

一
文
化
を
育
て
、
萱
か

一
た
が
い
に
助
け
あ
い

つ
く
り
ま
す

一
心
と
体
を
き
た
え
、

一
さ
ま
り
を
守
り
、
往
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昭
和
町
消
防
団
は
、
新
春
恒
例
の
出

初
め
式
を
快
晴
に
恵
ま
れ
た
一
月
四
日

午
前
九
時
か
ら
押
原
中
学
校
校
庭
で
町

内
十
二
分
団
と
役
場
消
防
隊
の
約
一
五

O
人
が
出
動
し
て
、
盛
大
に
挙
行
し
ま

し
た
。

わ-つ

4 
が

今

よし報広

当
日
は
、
消
防
本
部
の
音
楽
隊
が
式

に
花
を
添
え
、
機
械
器
具
の
点
検
や
ポ

ン
プ
操
法
な
ど
き
び
き
び
し
た
動
き
で

訓
練
を
展
開
し
、
災
害
ゼ
ロ
へ
の
願
い

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

式
に
は
、
南
消
防
署
、
昭
和
駐
在
所
、

議
会
、
区
長
会
な
ど
来
賓
の
方
々
多
数

A整然とした消防団員からは、住民の生命、財産を守

るたくましさが感じられました

グ

企規律正しい機敏な動作の

消防団員

V
昭
和
町
消
防
団
長
表
彰

乙
要
員
柳
沢
滋
(
河
東
中
島
)

班

長

五

味

正

雄

(
河

西

)

甲

要

員

中

山

有

(

河

西

)

乙

要

員

古

屋

光

昭

(

河

西

)

V
勤
続
表
彰

班

長

井

口

悟

(

西

条

二

区

)

班

長

相

原

勇

(

飯

喰

)

乙

要

員

小

林

孝

(

河

西

)

班

長

加

々

美

為

雄

(

上

河

東

)

班
長
雨
宮
章
人
(
上
河
東
二
区
)

V
山
梨
県
退
職
消
団
員
報
償

元
部
長
秋
山
和
男
(
西
条
二
区
)

元
部
長
塚
原
将
司
(
上
河
東
)

V
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

長
表
彰
(
無
火
災
地
区
表
彰
)

区
長
末
木
敏
夫
(
西
条
一
区
)

区
長
金
丸
安
長
(
清
水
新
居
)

区
長
坂
田
文
一
(
西
条
新
田
)

区

長

高

野

秀

次

(

飯

喰

)

区
長
早
川
美
都
雄
(
上
河
東
二
区
)

V
早
期
発
見
者
表
彰

小
沢
正
行
(
押

越

=司本
町
は
、
十
二
月
十
七
日
、
町
道
昭

和
・
玉
穂
線
の
中
島
西
交
差
点
陀
信
号

機
を
設
置
し
、
火
入
式
(
正
規
作
動
点

灯
の
式
)
を
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。

昭
和
・
玉
穂
線
は
、
九
月
の
改
良
拡

幅
工
事
(
六

m
か
ら
十
四

m
拡
幅
)
終

了
K
伴
い
、
交
通
量
の
増
加
が
予
測
さ

れ
、
交
通
事
故
の
発
生
も
考
え
ら
れ
る

事
か
ら
、
信
号
機
設
置
の
要
望
が
、
町

と
の
地
区
対
話
集
会
の
た
び
に
上
っ
て

い
ま
し
た
D

町
で
は
、
乙
の
要
望
の
緊

急
性
に
応
え
、
信
号
機
を
押
し
ボ
タ
ン

式
と
感
応
式
の
併
用
で
設
置
し
ま
し
た
。

火
入
れ
式
に
は
、
泉
町
長
、
牧
野
議

長
ら
が
あ
い
さ
つ
。
押
原
小
中
児
童
生

徒
が
出
席
し
、
通
学
生
を
代
表
し
て
、

押
中
生
徒
会
長
の
大
森
直
人
君
が
「
安

心
し
て
通
学
で
き
る
事
に
感
謝
し
ま
す
」

「
心
身
障
害
者
援
護
」

「
功
労
者
知
事
表
彰
し

山田定義氏

(押越)

⑧
⑧
⑨
⑥
⑮
⑧
⑧
 

出
席
し
、
角
野
幹
男
副
団
長
(
団
長
職

務
代
理
者
)
の
あ
い
さ
つ
や
泉
町
長
の

「
町
民
の
生
命
と
財
産
の
保
護
に
努
力

し
て
ほ
し
い
」
と
訓
辞
が
あ
り
、
団
員

ら
は
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
消
防
活
動
に
功
労
の

あ
っ
た
次
の
み
な
さ
ん
に
表
彰
状
、
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

V
山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

甲
種
功
労
章

副
団
長
堀
之
内
法
政

(河

西

)

乙
種
功
労
章

機
長
角
野
佳
男
(
西
条
一
区
)

部

長

石

原

六

夫

(清
水
新
居
)

部

長

佐

野

正

美

(

河

西

)

V
山
梨
県
消
防
協
会
甲
府
地
区
支
部
長
表
彰

部
長
大
野
文
男
(
西
条
新
田
)

部

長

有

賀

公

男

(

押

越

)

部

長

細

田

忠

男

(

上

河

東

)

V
山
梨
県
峡
中
地
方
振
興
事
務
所
長
表
彰

部

長

野

沢

勝

(

西

条

一

区

)

V
山
梨
県
防
犯
協
会
南
甲
府
支
部
長
表
彰

部
長
嶋
津
文
範
(
西
条
二
区
)

部

長

岡

本

清

(

紙

漉

阿

原

)

部

長

横

内

和

美

(築
地
新
居
)

部
長
田
島
義
長
(
上
河
東
二
区
)

V
昭
和
町
長
表
彰

班

長

三

井

猛

戸

西

条

一

区

)

部

長

山

本

保

(

河

東

中

島

)

班
長
野
中
敏
美
(
築
地
新
居
)

部

長

磯

部

洋

(

飯

喰

)

十
二
月
十
三
日
、
山
梨
県
心
身
障
害

者
福
祉
推
進
大
会
に
お
い
て
、
本
町
の

置

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

... r中島西J信号機、作動開始・・

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
副
会
長
の
山

固
定
義
氏
が
、
心
身
障
害
者
援
護
功
労

者
と
し
て
栄
誉
あ
る
知
事
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
山
田
氏
は
、
昭
和
四

O

年
四
月
入
会
し
、
郡
身
協
理
事
、
山
身

連
理
事
を
経
歴
、
乙
の
間
郡
身
協
会

長
表
彰
、
山
身
連
会
長
表
彰
を
受
け
、

現
在
、
郡
身
協
理
事
、
町
の
副
会
長
と

し
て
、
心
身
障
害
児
者
の
福
祉
に
深
い

理
解
と
熱
意
を
も
ち
、
そ
の
更
生
に
献

身
的
な
援
助
と
協
力
を
寄
せ
、
こ
の
功

績
が
高
く
認
め
ら
れ
て
乙
の
度
の
受
彰

と
な
り
ま
し
た
。
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町はいつもきれいに

~鎗τ亀いで室きカジ~

一
四
五
名
が
出
発
」

』併

『
明
日
の
希
望
に
燃
え
て
、

ヲk
.. r第40回昭和町成人式J
一ーはなむけの言葉を新成人に贈る一一

司
一
月
十
五
日
、
成
人
式
典
が
総
合
会
4

吋
館
内
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

4

吋
今
年
は
、
町
内
で
男
子
六
十
三
人
、

4

吋
女
子
八
十
二
人
が
晴
れ
て
成
人
を
迎
え
-

市

新

し

い

門

出

を

祝

い

ま

し

た

。

』

益墨{崎快 主

た分は き
ちも 、約れ.盤園風雌幽 以 ?山 伸
まあ焼 二 い 掴層圏掴圃・rJI' .. 

せり却時な
んま炉問町

oklUE語 ::;(1 私

まと、の企

だ積集た 回収された空きカンは、軽トラック4台分も……。
ままめめ
だれらに手四各れ昭つ年境た空よ時九森
非、れ、姿人地い和も行美。きる間日直押
常なたーでに区 lと町何わ化乙ビ町を、人原
識ん空役ビ分ごしを気れ活れン内利午会中
にとき頑ニかとよ自なて動は拾全用後長学
捨軽カ張 lれのう分くいの生い域しか)怒
てトンつノレ、生』た暮るー徒をの、らは箆
るラ・て袋全徒をちらも環会実空全 三 型
ツ空い片員 三 念のしのとに施き校者十濯
がクきま手が人頭手てでしょしカ生懇二広
後四ビしに、かにでい『てるまン徒談月ズ
を台ンた、軍ら、きるい毎環し・にの十大

式
典
で
は
泉
町
長
の
式
辞
の
後
、

新
成
人
者
を
代
表
し
て
西
条
の
堀
川

明
男
さ
ん
、
築
地
新
居
の
栗
原
千
精
さ

ん
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
飯

喰
の
鷹
野
浩
文
さ
ん
が

「
り

縫

っ
ぱ
な
社
会
人
と
な
り
責
任

機

名
を
も
っ
て
、
社
会
の
た
め
に

織

布
頑
張
り
ま
す
」
と
新
成
人
と

齢

人
し
て
の
力
強
い
誓
い
の
言
葉

醐

械
を
述
べ
ま
し
た
。
参
加
し
た

醐

る
若
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
希

織

り
望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
、
大
人

輔

影
の
仲
間
入
り
を
し
た
喜
び
と

醐

鎌
責
任
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で

醐

記
し
た
。
引
き
続
き
、
思
師
を

醐

み
囲
ん
で
記
念
撮
影
を
し
、
茶

鵬

囲
話
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

一間

長

茶

話

会

は

、

昨

年

八

月

に

融

制
結
成
さ
れ
た
「
は
た
ち
の
会

醐

で
の
人
達
が
中
心
と
な
り
、
近

醐

鮒
況
報
告
や
押
中
時
代
の
ス
ラ

回

会
イ
ド
を
見
、
最
後
に
、
押
小

田

純
四
年
生
の
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の

醐

A

作
文
、
版
画
、
図
画
、
写
真

を
納
め
て
埋
め
た
思
い
出
の

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
て
終
了
し
ま

し
た
。
ま
た
、
乙
れ
ま
で
準
備
を
進
め

て
き
た
「
は
た
ち
の
会
」
と
「
押
越
青

年
団
」
の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。

わ-つよし幸E広

A町はきれいにいきいきと、

町内美化運動に一役・・・・・・。

-v二
百
叫
献
血
マ
四
百
叫
献
血

総
輸
血
に
必
要
な
血
液
は
、

-v成分
献
血

(3 )昭和62年2月1日発行

す
べ
て
皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
る

献
血
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

総
例
年
献
血
者
の
減
少
す
る
冬
場
、
特
に
若
い
人
た
ち
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

務
献
血
は
、
近
く
の
血
液
セ
ン
タ
ー
や
献
血
ル
!
ム
、

採
血
車
で
行
う
乙
と
が
で
き
ま
す
。

諜
詳
し
く
は
、
市
区
町
村
、

ね
く
だ
さ
い
。

と
の
日
は
、
お
だ
や
か
な
晴
天
に
恵

ま
れ
、
女
性
の
色
鮮
や
か
な
振
り
そ
で

姿
と
ス
1

ツ
に
身
を
固
め
た
男
性
が
ほ

と
ん
ど
で
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
と

終
始
話
し
が
は
ず
ん
で
い
ま
し
た
。

移
動

各
地
の
血
液
セ
ン
タ
ー
に
お
尋
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明るい町づくりと青少
線機議機線機脚添加ρ 一時慨織機綴機

選 守

-つよし報広

青
少
年
の
冬
学
生
活
指
導
対
策

会
議
の
結
果
に
つ
い
て

青
少
年
冬
学
生
活
指
導
対
策
会
議
が
、
十
二
月
二
十
一
日
、
役

場
大
会
議
室
で
聞
か
れ
、
冬
休
み
中
の
児
童
、
生
徒
の
生
活
指
導

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
各
種
青
少
年
育
成
団
体
、
南
甲
府
警
察
署
な
ど
か

ら
約

一
五

O
人
が
出
席
し
、
甲
府
少
年
鑑
別
所
長
の
浅
野
先
生
が

「
最
近
の
少
年
非
行
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
話
し
、
家
庭
、
地

域
、
学
校
が
連
携
し
て
非
行
防
止
を
推
進
す
る
乙
と
を
申
し
合
せ
、

熱
心
に
討
議
し
た
結
果
の
概
要
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
O

H
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
非
行
を
う
ま
な
い
明
る
い
家

庭
的
つ
く
り
に
努
め
る
。

口
互
い
の
人
格
を
尊
重
し
、
隣
組
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
地
域
社
会

が
連
携
し
て
青
少
年
の
非
行
防
止
に
取
り
組
む
。

臼
有
害
図
書
自
動
販
売
機
等
の
追
放
運
動
を
活
発
に
展
開
す
る
。

キ 男氏持参除

4神田網-・・e輔副"拠"網"輔暢噸e岨..-制W柿-

制輸-朝腕A保冷M“おe納M柄拘向暢働
"凶鋤伊崎崎峰崎wゆ申帰今自訓"酬

排 一一-・・-雌a・勝W岬W咽W

-鋪岬-

企冬休みの生活指導、熱心に
討議されました一一町の
「おきてjを守ろう一一

ま
た
、
急
激
に
都
市
化
が
進
む
本
町
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
四

月
に
町
民
憲
章
を
制
定
し
、
心
豊
か
な
住
み
よ
い
町
、つ
く
り
を
呼

び
か
け
て
か
ら
す
で
に
五
年
を
経
過
し
ま
し
た
が
、
よ
り
事
故
の

な
い
明
る
い
活
力
あ
る
田
園
都
市
昭
和
町
を
築
く
た
め
、
乙
の
度

町
民
憲
章
の
五
項
目
に
簡
単
な
解
説
を
加
え
、
役
場
住
民
課
の
窓

口
で
印
刷
物
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

=司

章』

&
F

守
M

i

し
ょ
ラ

一
自
然
と
調
和
し
た
、
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す
。

昭
和
町
は
都
市
化
が
進
む
に
し
た
が
い
、
土
地

の
有
効
利
用
と
広
い
意
味
で
の
環
境
問
題
に
留

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
自
然
保
護
、

町
の
美
化
、
遊
休
地
、
河
川
等
の
公
害
問
題
を

解
決
し
、
公
衆
道
徳
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
町
民
と
し
て
お
互
い
に
気
を
配

り
、
協
力
し
て
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ニ
文
化
を
育
て
、
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す
。

先
人
が
残
し
た
よ
い
気
風
や
伝
統
を
生
か
し
な

が
ら
つ
と
め
て
各
種
講
座
に
参
加
し
、
教
養
を

高
め
新
し
い
時
代
に
即
応
し
た
文
化
の
向
上
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。
学
校
教
育
は
も
ち
ろ
ん
生

淀
教
育
あ
る
い
は
文
化
財
の
保
護
問
題
等
を
考

え
ま
し
ょ
う
。

三
た
が
い
に
助
け
あ
い
、
う
る
お
い
の
あ
る
町
を
つ

く
り
ま
す
。

と
な
り
組
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
地
域
に
な
じ
み
、

自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
、
健
康
で
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
に
は
げ
み
お
互
い
に
助
け
あ
い
な
が
ら
、

和
気
あ
い
あ
い
う
る
お
い
の
あ
る
町
c

つ
く
り
と

生
活
の
安
定
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

四
心
と
体
を
き
た
え
、
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す
。

す
乙
や
か
な
広
い
心
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

体
を
き
た
え
、
父
母
を
中
心
と
し
た
明
る
い
家

庭
ο

つ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参

加
や
保
健
衛
生
へ
の
気
く
ば
り
を
し
て
、
事
故

の
な
い
健
全
な
家
庭
ずつ
く
り
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

五
き
ま
り
を
守
り
、
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す
。

互
い
の
人
格
を
尊
重
し
敬
愛
し
ま
し
ょ
う
。
社

会
の
き
ま
り
を
各
自
の
良
心
と
責
任
に
お
い
て

守
り
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
平
和
な
町
に

し
ま
し
ょ
う
。
相
互
扶
助
に
よ
っ
て
福
祉
の
ゆ

き
と
ど
い
た
町
を
築
き
ま
し
ょ
う
。
.

新
設
課
の
紹
介

安

住

民

課

1
1
住

r
i
国
民
健
康
保
険
係

民

係

内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。出
生
、
死
亡
、
婚
姻

等
戸
籍
関
係
、
外
国
人

登
録
、
転
入
転
出
、
印

鑑
登
録
及
び
証
明
、
国

民
年
金
、
国
民
健
康
保

険
、
老
人
保
健
、
児
童

手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、

そ
の
他
身
分
証
明
等
が

主
な
仕
事
で
す
。

課
員
一
同
明
る
い
窓
口
を
目
指
し
て

町
民
の
皆
さ
ん
を
応
待
し
、
昼
休
み
の

時
間
帯
も
仕
事
を
行
い
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下

大」い
。

l
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
/
/
 

1
押
中
生
徒
に
懐
中
電
燈
を
贈
る
河

/
(
.
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
・
、

住
民
課
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ

た
時
、
で
き
る
だ
け

一

カ
所
で
用
事
が
済
む
よ

よ
う
に
と
新
し
く
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
仕
事
の

十
二
月
二
十
五
日
、

押
越
の
民
生
児
童
委
員

の
望
月
朝
徳
さ
ん
は
、

.五味課長を先頭に、懇切て
いねいな住民課の皆さん

「
押
中
の
生
徒
み
な
さ
ん
が
、
毎
日
、

ク
ラ
ブ
活
動
で
夜
遅
く
な
る
の
で
、
す

乙
し
で
も
明
る
い
道
を
帰
っ
て
下
さ
い
」

と
懐
中
電
燈
を
教
育

委
員
会
へ
寄
付
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

暖
か
い
ど
厚
意
に
対

し
て
、
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。

望月朝徳氏

(押越)



. . . . . . . 
料
理
教
室
で
ま
す
ま
す
磨
き
・•• 

1壁

わ

教
育
委
員
会
で
は
、
十
二
月
二
十
一
日
、

一
・
司
コ
三
総
合
会
館
栄
養
実
習
室
で
ク
リ
ス
マ
ス
パ

に
日
同
」

l
テ
ィ
ー
の
た
め
の
料
理
教
室
を
聞
き
ま

一
ヨ
U
一
し
た
。

-
戸

E
じ
」
乙
の
教
室
は
、
今
回
が
第
四
回
目
で
g

お

Z
1
3
-
か
あ
さ
ん
の
手
作
り
料
理
で
、
家
庭
の
だ
ん

一
定
三
ら
ん
・
ホ
|
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
演
出
し
て
み

司
引
J

ま
せ
ん
か
'
が
テ
1

マ
で
、
約
三

O
人
が
参

一円

U
U
一
加
し
、
「
ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン
」
「
フ
ル
ー
ツ
ケ

「

H
H
Y
lキ
」
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

一

~L2一
山
梨
学
院
大
学
の
丸
山
先
生
が
調
理
子

Y
U川
順
や
コ
ツ
、
栄
養
価
な
ど
分
か
り
ゃ
す
く

二
一
一
夫
一
解
説
し
、
皆
さ
ん
、
班
ご
と
に
料
理
に
取

V
H八
り
組
み
、
テ
キ
パ
キ
と
作
業
を
進
め
「
ク

一
将
官
二
リ
ス
マ
ス
も
正
月
も
乙
れ
な
ら
い
け
る
」

「
ト
し
と
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。

つよし報広( 5 )昭和62年 2月1日発行
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大園
喜児
びの
/み

と
な
遊
戯

み

な
さ
ん

A
A
2
1
 

.わが家の正月メニューに加えようと、

調理に取り組むみなさん/

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
十
二
月
九
日
、
総
合
会
館

内
で
「
障
害
者
と
子
供
の
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
」
を
聞
き
ま

し
た
。社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
事
業
と
し
て
、
初
め

て
実
施
し
た
も
の
で
、
子
供
の
う
ち
か
ら
障
害
者
を
理
解
し
、

い
た
わ
る
気
持
ち
を
は
ぐ
く
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
試
み
で

聞
き
ま
し
た
。
乙
の
日
は
、
押
原
保
育
園
児
二
二
人
と
障
害

者
四

O
人
が
参
加
し
、
園
児
ら
は
、
「
大
き
な
古
時
計
」
「
オ

モ
チ
ャ
の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」
「
お
や
ゆ
び
姫
」
な
ど
の
歌
や

遊
戯
、
寸
劇
を
熱
演
し
、
ま
た
常
永
保
育
園
の
小
野
間
園
長

先
生
に
よ
る
手
品
も
被
露
さ
れ
、
参
加
者
全
員
が
豚
汁
、
ケ

ー
キ
を
食
べ
な
が
ら
一
日
楽
し
く
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

し

押
越
青
年
団
、
年
末
の

人
間
味
豊
か
な
押
越
青
年
団
は
、
十

二
月
二
十
一
日
、
恒
例
の
も
ち
つ
き
大

会
を
し
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
「
友
情
を
深
め
、
社
会
参
加
と
行
動

す
る
青
年
に
な
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
団
員
十
五
名
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

陽
気
で
筋
の
通
っ
た
男
性
と
つ
き
あ

い
の
よ
い
や
さ
し
い
女
性
ば
か
り
の
集

ま
り
で
す
。
昭
和
町
で
唯
一
の
押
越
青

年
固
に
あ
な
た
も
入
団
し
ま
せ
ん
か
。

(，¥ ど

h
V

ゲ
l
ム
や
歌
に
親
子
で
和
気
あ
い

…
あ
い
と
楽
し
む
今
年
も
熱
戦
を
/

企陽気な押越青年団、恒例の

もちつき。一一団員集合/一一

押
原
保
育
園
児
、
障
害
者
の
皆
さ
ん
と
交
流
ノ
.

ー
ク
リ
ス
マ
ス

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
(
保
護
者
会

長
、
中
沢
孝
造
氏
)
は
、
「
ボ
l
ル
納

め
」
と
「
定
期
総
会
」
を
兼
ね
、
十
二

月
二
十
一
日
、
「
親
子
の
つ
ど
い
」
を

総
合
会
館
軽
運
動
室
で
開
き
ま
し
た
。

乙
の
日
は
、
部
品
三
十
三
人
と
保
護

者
、
指
導
者
三
十
五
人
が
参
加
し
、
午

前
七
時
か
ら
試
合
、
練
習
で
使
用
し
た

釜
無
工
業
団
地
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
作
業

を
し
、
午
前
九
時
か
ら
は
、
押
原
中
グ

ラ
ン
ド
で
一
年
間
の
締
め
と
し
、
無
事

に
野
球
が
出
来
た
お
礼
の
意
を
込
め
、

ボ
l
ル
納
め
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
親
子
で
「
だ
る
ま
さ

ん
」
「
な
か
よ
し
乙
み
ち
」
な
ど
和
気

あ
い
あ
い
と
ゲ
ー
ム
、
歌
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
を
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

し
ま
し
た
。
乙
の
後
、
保
護
者
会
総
会

を
行
い
、
今
年
以
上
の
成
績
と
一
層
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
目
標
に
一
丸
と
な
っ

て
臨
む
乙
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
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s
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
し
た
;

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昨
年
十
月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
全
国

的
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
に
つ
い
て
、
民
生
委
員
、
各

地
区
の
社
協
支
部
委
員
の
方
々
を
通
じ

て
、
町
民
み
な
さ
ま
の
善
意
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
募
金
総
額
一
、
一
二
三
、

九

O
五
円
の
業
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

て
ど
報
告
い
た
し
ま
す
。

内
訳
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

戸
別
募
金
六
五
六
、

0
0
0円

バ
ッ
チ
募
金
三
三
、

0
0
0円

街

頭

募

金

一

四

、

九

O
五
円

大

口

募

金

三

七

O
、

0
0
0円

わつよし

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

五
O
、
0
0
0円

な
お
、
一
万
円
以
上
の
大
口
寄
附
者
は
、

釜
無
金
属
工
業
団
地
協
同
組
合
・
側
清

水
シ
ャ
ー
リ
ン
グ
・
欄
テ
ル
モ
・
繍
キ

ト
l
-
制
目
立
・
骨
ユ
タ
カ
商
事
・
制

ク
リ
エ

l
ト
宅
間
・
ょ
っ
ち
ゃ
ん
食
品

工
業
側
・
糊
岡
島
昭
和
フ
ァ
ミ
リ
コ
・

向
河
西
金
属
商
事
・
納
品
川
工
事
・
伺

長
田
運
送
・
鞠
平
安
閣
・
糊
ア
オ
キ
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
繍
大
松
工
業
・
粉
米
山

実
業
・
向
ホ
テ
ル
昭
和
・
宵
宮
崎
組
・

宵
相
原
商
事
・
繍
名
執
組
の
事
務
所
の

方
々
で
す
。

報広

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
泉
町
長
、

河
田
民
生
委
員
総
務
が
、
十
二
月
十
八

日
、
本
町
在
住
の
各
老
人
ホ
ー
ム
入
所

者
十
一
名
と
町
内
の
ね
た
き
り
老
人
十

七
名
の
方
々
を
慰
問
し
、
見
舞
金
1

物

資
を
贈
り
激
励
し
ま
し
た
。

ま
た
、
十
二
月
二
十
五
日
の
ク
リ
ス

マ
ス
の
日
、
泉
町
長
は
、
本
町
の
老
人

ホ
ー
ム
「
昭
寿
荘
」
を
訪
れ
、
入
所
者

全
員
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈

り
見
舞
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
思
い
が

け
な
い
贈
物
に
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

企クリスマス慰問、昭寿荘の 、
みなさん大喜び

晃要
「
短
期
間
で
あ
な
た
の
資
金
が
二
倍

三
倍
に
な
り
ま
す
」
と
あ
の
子
、
乙
の

子
手
便
っ
て
近
づ
く
悪
徳
商
法
に
ど
用
心
。

※
悪
徳
業
者
に
つ
け
入
ら
せ
ぬ
た
め
の

五
力
条

一
、
ノ

l
と
言
え
る
始
め
の
勇
気
こ
そ

が
肝
心

二
、
う
ま
い
話
は
、
す
べ
て
こ
わ
い
話

と
考
え
ま
し
ょ
う
。

三
、
ふ
と
こ
ろ
具
合
い
、
話
す
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

四
、
印
鑑
押
す
な
、
金
出
す
な
、
ま
ず

家
族
に
相
談

五
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
(
電
話
三
五

l
八
四
五
五
)

t:.T=、今、工事中です

欄望月組土木

甲府市下飯田

2 -1]-8 

円)

17.700.000 

飯喰地内

S 61. 12.5 

-62. 3.16 

県

良

(

改
策

路
対
水

編

)
再
一
問

問

ユ

刷
リ
ニ

昨

メ

事

水
単
工

経済課

明友建設糊

昭和町上河東

875 -1 

上河東地内

S 61. 12.5 

-62.3.16 

県単土地改良事業排水

路改良工事
4・

8.040.000 

県単土地改良事業排水

路改良工事

大和重機興業糊

昭和町河東中

島 1573

上河東地内

S 61. 12.5 

-62.3.16 

r

十
二
月
二
十
一
日
、
昭

¥
和
空
手
ク
ラ
ブ
(
石
井
智

ヲ
久
会
長
)
は
、
中
央
公
民

露
館
講
堂
で
昭
和
六
十
一
年

披
納
会
と
し
て
、
第
一
回
大

を
会
を
聞
き
ま
し
た
。

自
己
大
会
に
は
、
ク
ラ
ブ
員
、

ゴ
げ
一
般
指
導
者
、
父
兄
の
約

毘

六

O
人
が
参
加
し
、
各
部

の
門
別
に
分
か
れ
、
組
手
型
、

問

屋

型

、

演

武

と

得

点

形

F
「
式
で
熱
戦
を
展
開
し
ま

L

e--
た
。
一
年
間
を
通
し
、
週

園
二
回
の
け
い
こ
で
鍛
え
た

女
技
と
精
神
を
存
分
に
発
揮

肯
し
、
父
兄
達
に
被
露
し
大

盛
況
で
し
た
。

女
優

勝

Aつらさに耐え、困難に打ち勝つ精神力を培う、

チビっ子空手士

C
チ

l
ム

(
佐
藤
、
森
田
、
福
島
、
畑
野
、
鈴
木
)

6.160.000 

側樋)11建設
甲府市中央

5 -7 -26 

押越地内

S 61. 12. 2s 

-62. 3. 20 

町道209号線道路改良

工事(第 l工区) 7.700.000 

町道2ω号線道路改良
工事(第2工区)

日興建設附

昭和町押越

2130 

押越地内

S 61. 12.25 

-62. 3. 20 

8.700.000 
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当
然
世
界
の
火
山
帯
で
も
あ
り
ま
す
。
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
五
百
を
始
め
、

昭

和

温

泉

《

総

合

会

館

温

泉

》

の

昔

の

温

泉

の

大

部

分

は

、

乙

の

火

山

性

メ

リ

カ

の

千

、

イ

タ

リ

ア

の

千

五

百

、

い

、EE，F

K
 

地
質
的
な
背
景
と
温
泉

ω特
性
ロ
リ
U7H持
取
れ
れ
幻
引
は
は
戸
づ
け
い
バ
当
に
い
ベ

的
に
進
歩
し
て
き
ま
す
と
、
火
山
で
な
い
う
よ
う
な
地
域
に
温
泉
資
源
が
現
在

総内

大

月

短

期

大

学

教

授

田

中

収

ぃ

地

域

か

ら

も

温

泉

資

源

を

得

る

乙

と

知

ら

れ

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

何

と

い

ぶ

ー
が
可
能
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
火
山
地
っ
て
も
、
乙
の
小
さ
い
島
国
日
本
列
島
以

¥
1
1
1
f
y
r

の
温
泉
資
源
で
あ
り
ま
す
。
三
つ
目
は
、
帯
で
な
く
て
も
、
地
下
の
深
い
所
は
、
が
、
実
に
、

二
千
三
百
以
上
の
温
泉
地
湖

、浅
い
F
?

一
ダ

入
rh
邑
竃
薬
務
pp
i
ぬ
ダ

ρ

レ
ー
ト
境
界
等
の
大
断
層
帯
タ
イ
プ
一
般
的
に
温
度
上
昇
を
き
た
し
て
い
ま
を
有
し
て
い
ま
す
。
温
泉
好
き
だ
か
ら
、
一

同
肱
繍
組
繍
附
閣
機
縁
欝
純
援
問

巴悶
悶FJ
泌
物
蝉
験
(
ド

の
温
泉
資
源
で
あ
り
ま
す
。
四
つ
目
が
す
か
ら
深
井
戸
か
ら
温
泉
を

湧

出

さ

温

泉

資
源
も
開
発
さ
れ
た
面
も
あ
り
ま

ぬ

が
照
鱗
機
敏
機
関
猶
懇

a
世
界
で
最
も
多
い
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
せ
る
こ
と
が
で
き
る
訳
で
す
。

ζ

の

よ

す

が

、

世

界

一
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

吋

ふ

え

芯

芯

行

日
本
列
島
は
、
四
つ
目
の
沈
み
込
み
帯
ん
で
い
ま
す
。
世
界
の
盆
地
、
大
平
野
温
泉
と
い
う
天
の
ぎ
の
恩
恵
に
浴
し

W

2
3議
3
3
2義
喜

多

タ
イ
プ
(
島
弧
型
)
の
温
泉
が
主
力
で
部
に
と
の
温
泉
が
あ
り
ま
す
。
世
界
の
て
い
る
固
な
の
で
し
ょ
う
か
。

被
綴
綴
機
際
機
際
機
線
機
砂
防
湾
総
総
綴
機
機
機
紛

い

-w円
、
開
襟
別
柄
似
吋
ゆ
一
語
隊
総
級
附
欄
二

あ

り

ま

す

。
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温
泉
利
用
の

変
更
じ
つ
い
て
/

一
月
か
ら
温
泉
利
用
者
に
は
、
温
泉

利
用
券

(
十
一
枚
綴
り
の
回
数
券
、

金

額
千
円
)
を
厚
生
福
祉
課
で
発
行
し
ま

す
の
で
、
乙
の
券
を
使
っ
て
入
浴
し
て

下
さ
い
。

昭和町老人a霊"シヲ 孟裏利用務盛 田朝町老人福祉センターZ星利用券

回融樺￥1000 ~、 10肘叫人種田制←ピス

同百百町 'tS!J""世静￥1000
1: 掴祉の請文書くひらくふれ合いφ生3

m 血 1: 叩胤問問祖師会盛
岡副会福岨闘 1 -----.l 

叫

昭初旬老人福後センタ温規制..~ '" 

|サービス券 |

低金福健注入

g粗砲事Z会福硲白担金 l 

企温泉利用券 1.000円
(10枚組りで、お 1人微 1回
の無料サーピス券付)

ま
た
、
休
館
目
、
入
浴
時
間
も
次
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
土
曜
日
は
、
午
後
五
時
か
ら

八
時
ま
で
夜
間
の
入
浴
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ハ
門
休
館
目
、
日
曜
日
と
祝
祭
日

同
入
浴
時
聞
は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で

臼
夜
間
入
浴
(
土
曜
日
)
は
、
午
後
五

時
か
ら
八
時
ま
で

な
お
、
夜
間
の
入
浴
は
、
必
ず
温
泉

利
用
券
(
回
数
券
)
で
の
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
土
曜
日
の
十
二
時

以
降
の
出
入
口
は
、
児
童
館
側
と
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。
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昭
和
引
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

贈
与
税
の
申
告
の
お
知
ら
せ

⑨
引
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

は
二
月
十
六
日
(
月
)
か
ら
三
月
十
六

日
(
月
)
ま
で
で
す
。

税
務
署
の
ほ
か
市
町
村
役
場
で
も
、

受
付
や
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑨
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
山
事
業
を
し
て
い
る
人
、
不
動
産
収

入
の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
な
ど
を
売

っ
た
人
な
ど
で
、
昭
和
六
十

一
年
中
の

所
得
の
合
計
額
が
基
礎
控
除
、
配
偶
者

控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の

合
計
額
を
超
え
る
人
。

間
①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収

が
一
、
五

O
O万
円
を
超
え
る
人
、
②

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
二

O
万
円
を
超
え
る
人
、

③
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

る
人
。

⑨
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
な
ど
で
も
、
多
額
の
医
療
費

を
支
払
っ
た
人
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入

し
た
人
な
ど
で
銀
行
等
よ
り
の
借
入
金

の
あ
る
人
、
災
害
に
あ
っ
た
人
等
は
、

確
定
申
告
を
し
て
、
税
金
の
還
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

乙
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
は

二
月
十
六
日
以
前
で
も
税
務
署
や
市
町

村
役
場
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

⑨
確
定
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
送
ら
れ

た
申
告
書
用
紙
で
/

税
務
署
で
は
、
事
務
を
能
率
よ
く
行

う
た
め
に
電
子
計
算
機
を
利
用
し
て
い

わ-つよし報広

ま
す
。
そ
の
た
め
に
申
告
書
用
紙
に
記

号
な
ど
を
表
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
必

ず
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
用
紙
を

使
用
し
て
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
申
告
は
、
青
色
申
告
で
ど
う
ぞ

一
昨
年
の
法
改
正
で
記
帳
及
び
記
録

保
存
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
特
典
の

あ
る
青
色
申
告
を
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

⑨
収
支
内
訳
書
の
添
付
を
お
忘
れ
な
く

一
昨
年
の
法
改
正
で
、
収
支
内
訳
書

の
添
付
及
び
総
収
入
金
額
の
報
告
が
制

度
化
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
忘
れ
ず
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
二
月
一

日
(
日
)
か
ら
三
月
十
六
日
(
月
)
ま

で
で
す
。
(
た
だ
し
、
日
曜
日
は
執
務

し
て
い
ま
せ
ん
)

一
月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
の
一
年
間
に
個
人
か
ら
も
ら
っ
た
財

産
の
合
計
額
が
六

O
万
円
を
乙
え
る
と

税
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
納
税
は
、
預
金
口
座
振
替
で
ど
う
ぞ

所
得
税
も
公
共
料
金
な
ど
の
支
払
い

と
同
様
に
、
預
金
か
ら
の
口
座
振
替
に

よ
っ
て
納
付
す
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
手
続
き
に
は
預
金
口
座
番
号

と
預
金
通
帳
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

⑨
申
告
書
の
提
出
は
、
郵
送
で
も
で
き

ま
す
。

⑨
車
で
の
来
署
は
御
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
自
分
で
書
き
ま
し
ょ
う

おしらせ

ジ
ャ
ズ
ボ
ク
シ
ン
グ
体
操
教
室

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
せ
ん
か

ヲk

日

容雪

場

軽
運
動
室

大
二
月
十
六
日
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

正
し
く
お
早
め
に
/
な
お
、
役
場
、
税
務
課
で
行
う
、
確
定
申
告
、

町
県
民
税
の
申
告
受
付
相
談
は
次
の
と
お
り
で
す
。

時一
一
月
五
目
、
二
月
十
二
日
、
二
月

十
九
日
、
二
月
二
十
六
日
(
毎
週

木
曜
日
、
午
後
七
時
三

O
分
か
ら

九
時
三

O
分
ま
で
)

所昭
和
町
総
合
会
館

受
講
料無
料
で
す
。

1也 区 受付期間 時間 会場

西条--:.1.区、西条二区
ぷ

清水新居、関条新国
2月16白--2丹20日 午前 J昭和町

事g 却尺 9事
押越、河東中島、紙マ

川薄暗 役場
2月23Bv-2月27日

漉向原
一階

〉築地新居、飯喰、河 午後
ホーノレ

西、上河東、上河東 3月2日"'-'3月6日 4 時
二区

、

番喜 ト

(予備費〉
3月日9時日休p争rう月16日 ※3月笠前中塁
(15 は午

※来庁の際は最初に税務課窓口にて受付をして下さい。

また、税務署、役場から送られた申告書を持参して下さい。

園

一

地
一
劃
一

一日一遊一

m

E
一町一町
一2

Z
一央
一回
一
野

一中一
太
一
飯

庁
一
市
一
市
一
町

月
一
崎
一
府
一

根

韮
一甲一
白

会場

韮崎市民会館

甲府市南公民館

白根町桃源文化会館

品川門

実
技
内
容
山
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

間
ジ
ャ
ズ
ボ
ク
シ
ン
グ
体
操

携
行
品運
動
着
、
運
動
靴
、
タ
オ
ル

対

象
勤
労
婦
人
、
定
員
五

O
名

申
込
み
先
厚
生
福
祉
課
、
働
く
婦
人
の
家

電

話

七

五

1
一
一
一
一
一

(
内
線
一

O
、
五
回
)

月日(曜日) 時 間 会場

3・2 (月) 10 : 00 
甲府市南公民館 甲府市太田町遊亀公園内

~ 
3・10(火) 16 : 00 甲府市北公民館 甲府市湯村3-5 -20 

(日曜日を

除く) 甲府市南西公民館 甲府市国母6-4-2

3-23(月() 
(土曜日は

-3・火) 12時まで) 韮崎支役所 韮崎市水神 1-3-1 

3.2 (月)
櫛形町役場 櫛形町小笠原 376

土豆ゴ玉水)一



わ

日
時

2
月
日
日
目
(
午
前
七
時
発
)

場
所
長
野
県
白
樺
高
原
ス
キ
ー
場

集
合
場
所
中
央
公
民
館
(
午
前
七
時
)

対
象
者
押
原
小
・
西
条
小
の
親
子

人
員
親
子
で
二

O
組
(
定
員
に
な
り

次
第
し
め
切
り
)

参

加

賞

大

人

一

、

五

O
O円

子
供
一
、

0
0
0円

貸
ス
キ
l

大
人
二
、
五

O
O円

子

供

一

、

八

O
O円

申
込
み
先
教
育
委
員
会
社
会
体
育
係

(
電
話
七
五
|
三
七
三
七
)

昼
食
は
、
現
地
で
各
自
と
っ

て
下
さ
い
。
障
害
保
険
は
事

務
局
で
参
加
者
全
員
加
入
し

ま
す
。

一つよ

そ
の
他

し報広(9 )昭和62年 2月1日発行

2
月
比
日
出
午
後
一
時
三

O
分

昭
和
町
中
央
公
民
館
講
堂

ゲ
ー
ム
と
人
形
劇
他
、
(
山
梨

学
院
大
学
保
育
科
学
生
)

子
供
も
大
人
も
自
由
に
参
加
し
て
下

さ
い
。

内場日
容所時

返
われ
た日

北し本
1-:-.，¥ 

方z
e夏の
土

減額

-
日
時

振
興
事
務
所
、
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目

六
の
一
、
電
話
三
七
|
一
九
一
二
)
で
す
。

一
一
月
二
十
五
日
(
水
)

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

甲
府
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

第
一
集
会
室

.
場
所

2/  ¥?三しまし十

ド老人介護教室へのお誘いけ主2H言語
¥ ./ 0七、け学度町
l ボケ老人をかかえる家族のみなさん、悩んでいることはありませんか。!)教取通入教
i 一人で悩まずにみんなで話し合いましょうま育つ知学育

/ " '- 'T::....!I IJ'" ./ . --./  '...... ...... '- UI--I .........- 1---1' <..J-.......， c:r-. ./ 0 で委てを該委

i 1 日程 、i申員い発当員
~ 1第 1課 12月 9日|ボケを麟しよう し会な送者会

第 2課 12月13日|ボケの看護、知っておきたい各種のサービス I ~出(いしので1: / ---:::' ，:::~:~=，'-'~'て電方ま保は
~ I第 3課 12月19日|老人の食事(調理実習) I ~下話がし護
第 4課 12月27日|ボケ老人をかかえる悩み等話し合い i ~さ七あた者昭

い五りがに和
t 2 開催場所 o I ま 、対六

! 甲府保健所 甲府市太田町9-1 (太田町公園前
! 曾 0552-37 -1381 所た あ新方扶a を戦や

3 担当者 lをめ県うた 助よれ|日
医師、保健婦、栄養士など i開 、でつにま料く者の軍

i設次はか対た、知遺遺人
4 費 用 iしの、と象、諸ら族族
無料です iま日乙思にそ給な等で準

i 。、られっ後金た護給人
厚生樹止課か甲府保健所へ電話かはがきで 場のまでの等め法法

厚生福祉課電 0552-75 - 2111 (内線10， 5 4 所方てい法を、等及軍

甲府保健所電 0552-37 - 1381 (内線223) で々 る律請思のび属
! 巡の 万の求給給戦

一- 一一ーー ー 回相 も改しや付傷準
三日川川川川行弐町川引..'よ£川之、ご:

w臥、 同"防^，'Y# -Q i' νγ 泊也、~ ~ 談の 数でい金度者属

ハ わが国の登記相談制度は、昭和62年2月1日をもって制度施行 i 
100周年を迎えます。~詳年しにだる
i 乙れを記念して、甲府地方法務局では、次のとおり登記相談所を O L三ま 、き自県
i 開設いたしますので、乙利用ください。 ?い月す県 由民i iお十 O で乙での

日 時 2月 1 0 日 (火)午特刊育南前i口19B時寺カか〉
2 会場 甲府地方法務局登記部門 5い (集、を新さ
i 鰍沢、都留支局 !合火期県県なん

; 一一ThUfflJ， !H& せ)間政政意カ
南部、吉田、大月、上野原の各出張所 jはまはモに見ら

O~ で、ニ反を
3 相談担当者登記官、登記相談官、その他法務局職員 i県で昭タ映寄県
4. 相談は無料で秘密を厳守します。~峡す和|すせ政i 一細御榔仰lιrと[-一 R百一己小N一へ吋お
甲府地方法務局登記部門 v 地な十募たい対

i方お二集めたす
曾 0552 -52 -7151 (内線25、 48、 55 ) 

一損くるとくの乙る失 災 田四回口(→ めし 署人

三空525222言/:zj電;き?母語暴言孝三喜さとご品交
番発いはり客一う線ン、 i言舌!防知遅はを(かてをえさーけが
N 23J塁手望号量皇?Ei局 jE主5215z雲z5ta主菜室
T連れたり O 大電故傷や火 iカ、 iす、けかき)か要く乙合)めし
T 絡た、の土変話が事土 lζ ミーミ。早がピりは 領しと、へるた
甲くら電電木迷は起故木よ i勺 i く人ルとど よまが場通とら
府だお柱話工惑不乙が作る (J) 消は( こ くす多所報と大

喜ご是主ET z言2Z苦言 iぉ;Z E か O く、宗主た号

F 
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保 り
わ

よ
-つ

た、
よし

生

報広

衛健 設受話安否受喜安当受話長銀議長銀謙設長喜長銀多安霊長泉

町では 11月25日--12月2日に受診できなかった方を対象に
下記日程により検診を実施しますので未受診者は必ず受診して
下さし、。

実施日 三z=』= 場 時 間

午前 9: 00 --9 : 30 

午後前前前 9 : 45 --10 : 15 
2月4日 午 10: 30 --11 : 00 

午午 11 : 15 --12 : 00 
(水) 1 : 00 --1 : 30 

午午後後 1 : 45 --2 : 15 
2 : 30 --3 : 30 

築飯河喰西地新集公居公会堂 午午午午午後前前前前 9 : 日日--9 : 30 会落堂センタ」 9 : 45 --10 : 15 
2月5日 10 : 30 --11 : 00 

上河東二区集会所 11 : 15 ---11 : 45 
(木〉
上河総河東合会東中公会堂

1 : 00 ---1 : 30 
館島公会堂 午後後 1 : 45 ---2 : 15 

午 2: 30 ---3 : 30 

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所

2月 18日 午後 1時 00分~ 昭和61年 1月生封1
水)

午後(1 常押時時永原3日0日地地分分区区~~ ) ) 
昭和61年 4月生まれ

総会合館

午後22月 19日 昭和61年 7月生封l
(木〉 (西条地区) 昭和61年 10月生説1

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付終了時聞は、午後2時30分ですのでご承知下さい。

2月24日(火〉
午後1時---2時
総合会館

昭和60年6月 1日~昭和60年8月31日まで
の出生児、及び前回未受診児。

母子手帳・ l歳 6か月児健康質問票

実施日

受付時間

場所

該当児

持ち物

※注意事項など詳しいことは広報 11月号をご覧くださし、。

日 時 2月27日ω午前 10時20分--10時 25分
場 所 旧役場前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてくださし、。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

り封をしてくださし、。

日 時 2月 14日出・ 28日出
場 所 総合会館

※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してくださし、。

妊娠証明書は、必要ありませんO

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、
栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま

すのでお気軽にお出かけくださし、。

午前9時--11時30分

浄化槽の維持管理者と称して不当に高い価格で、マンホ」ルの

フタを売りつけたり、保守点検料を請求するケースが見うけ

られます。これら悪質業者による被害を防止するためにも、

登録をとった保守点検業者と維持管理契約を結んでおくと安

心です。

2月26日(木)
午後1時--2時
総合会館

昭和56年9月1日~昭和56年 12月31日まで
の出生児、及び前回未受診児。

実施日

受付時間

場所

該当児

• • • • • •••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
山女

主べ
まプ
麻学二ノ

君言ク
師 1)

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
聞
き
慣
れ

な
い
言
葉
だ
左
皆
さ
ん
お
思
い
で
し

ょ
う
が
、
こ
の
言
葉
は
「
痛
み
」
に

悩
む
患
者
さ
ん
を
治
療
す
る
診
療
科

を
呼
ぶ
名
前
な
の
で
す
。
今
日
は
こ

の
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る

診
療
科
で
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
病

気
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

「
痛
み
」
は
体
の
故
障
箇
所
を
知

ら
せ
る
重
要
な
警
報
と
し
て
、
日
常

生
活
の
中
で
し
ば
し
ば
経
験
さ
れ
る

も
の
で
す
。
体
の
あ
る
部
分
が
痛
む

と
、
そ
の
部
分
の
筋
肉
は
痛
み
の
た

め
に
緊
張
し
、
血
管
は
収
縮
し
て
血

流
が
悪
く
な
り
、
こ
れ
が
新
し
い
痛

み
を
引
き
起
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悪
循
環
を
な
く
す
に
は
、

局
所
麻
酔
薬
を
神
経
に
直
接
か
、
そ

の
近
く
に
注
射
し
て
痛
み
を
あ
る
期

間
と
る
こ
と
(
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
)

が
大
切
で
す
。
痛
み
を
止
め
る
こ
と

に
よ
り
、
筋
肉
の
緊
張
は
ほ
ぐ
れ
、

血
流
は
良
く
な
る
の
で
す
。
ペ
イ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
(
「
痛
み
」
の
診
療
科
)

で
は
、
痛
み
を
持
つ
患
者
さ
ん
か
ら

「
い
つ
か
ら
、
ど
こ
が
、
ど
の
よ
う

に
痛
む
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
詳
し

く
聞
い
た
上
で
、
痛
み
を
止
め
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
体
の
故
障
箇
所
を
患
者
さ
ん
の
身

に
な
っ
て
考
え
な
が
ら
、
各
科
専
門

医
と
協
力
し
な
が
ら
治
療
し
て
ゆ
く

の
で
す
。
初
期
に
治
療
す
れ
ば
早
く

治
る
痛
み
も
、
長
年
に
わ
た
り
放
置

す
る
と
痛
み
の
治
療
は
た
い
へ
ん
難

し
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
で
き

一
ツ
ク
と
は
0
・

外
来
医
長

中

野

忍

る
だ
け
早
く
受
診
し
て
相
談
し
て
下

さ
い
。早
期
受
診
が
い
か
に
大
切
か
は
、

手
当
て
が
遅
れ
る
と
難
治
性
の
痛
み

が
残
る
帯
状
癌
疹
(
た
い
じ
よ
う
ほ

う
し
ん
)
等
を
考
え
る
と
良
く
わ
か

り
ま
す
。
こ
の
病
気
は

「
ど
う
ま
き
」

「
つ
づ
ら
ご
」
と
も
呼
ば
れ
、
子
供

の
こ
ろ
体
に
入
り
込
ん
だ
ウ
イ
ル
ス

が
神
経
に
潜
ん
で
い
て
、
抵
抗
力
が

低
下
し
た
時
に
再
び
神
経
を
介
し
て

発
病
し
、
痛
み
と
少
し
遅
れ
て
そ
の

部
位
(
顔
・
胸
・
腹
・
腎
等
)
の
皮

膚
に
プ
ツ
プ
ツ
が
で
き
て
く
る
病
気

で
す
。
こ
の
病
気
は
発
病
二
週
間
以

内
に
神
経
ゃ
フ
ロ
ッ
ク
療
法
を
開
始
し

痛
み
を
と
っ
て
血
の
流
れ
を
良
く
す

る
と
、
神
経
の
抵
抗
力
が
増
し
ほ
ぼ

全
快
し
ま
す
が
、
手
当
て
が
遅
れ
る

と
ひ
ど
い
神
経
痛
が
後
ま
で
残
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
で
は
神

経
痛
が
残
る
可
能
性
が
高
く
一
日
で

も
早
く
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
を
開
始

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
他
に
も
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
「
痛
み
」
に
関
す
る
色
々
な
病

気
を
取
り
扱
う
ば
か
り
で
な
く
、
顔

面
神
経
マ
ヒ
、
顔
面
ケ
イ
レ
ン
、
鼻

ア
レ
ル
ギ
ー
、
突
発
性
難
聴
等
も
治

療
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
御
相

談
下
さ
い
。企
画

財
団
法
人

里
仁
会
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d
パ
ソ
ト
4
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わ-つよし

〈
い
の
ち
を
大
切
に
〉

報広

ー
身
近
な
死
の
体
験

を
通
し
て
学
習

す
る
も
の
1
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あ
る
事
件
|
|
い
じ
め
強
要
さ
れ
た

女
子
中
学
生
が
、
「
私
に
は
で
き
な
い
」

と
書
き
残
し
て
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
す
。
「
友
だ
ち
を
傷
つ
け
る
乙
と

な
ど
、
私
に
は
で
き
な
い
」
と
い
う
心

を
持
ち
な
が
ら
、
ど
う
し
て
自
ら
の
命

を
断
つ
よ
う
な
方
法
を
選
ん
だ
の
か
、

い
ろ
い
ろ
講
釈
を
加
え
る
乙
と
は
で
き

る
に
し
て
も
、
や
は
り
、
ひ
と
つ
の
い

の
ち
を
大
切
に
す
る
と
同
じ
く
自
分
の

い
の
ち
も
大
切
に
し
て
、
と
願
わ
ず
に

は
お
れ
ま
せ
ん
。

乙
の
地
球
上
に
、
た
っ
た
ひ
と
つ
し

か
な
い
私
の
命
、
あ
な
た
の
命
。
か
け

が
え
の
な
い
、

ζ

の
命
の
大
切
さ
を
教

え
る
教
育
が
、
学
校
で
も
家
庭
で
も
重

視
さ
れ
る
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
の
ち
の
重
さ
を
体
験
す
る
に
は
、

か
わ
い
が
っ
て
飼
っ
て
い
た
小
動
物
の

死
に
直
面
す
る
乙
と
が
、
大
き
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
悲
し
み
ゃ
喪
失
感
や
、

そ
れ
を
裏
づ
け
る
愛
情
を
、
も
っ
と
も

よ
く
実
感
す
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

そ
う
い
う
情
感
が
育
っ
て
い
な
い
と
、

シ
ン
ナ
ー
は
い
け
な
い
、
夕
、パ
コ
は
か

ら
だ
に
毒
と
い
う
よ
う
な
お
と
な
の
忠

告
も
、
素
直
に
耳
に
入
っ
て
こ
な
い
も

の
で
す
。

ペ
ッ
ト
は
、
死
ぬ
の
が
い
や
だ
か
ら

と
遠
ざ
け
て
し
ま
う
親
も
多
い
し
、
住

宅
事
情
が
生
き
も
の
を
飼
う
乙
と
を
ゆ

る
さ
な
い
場
合
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
人
生
の
も
っ
と
も
大
切
な
も
の
の

一
つ
を
学
習
す
る
機
会
と
し
て
考
え
る

姿
勢
を
お
と
な
が
持
つ
乙
と
で
、
何
か

く
ふ
う
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
を
提
案
し
た
い
の
で
す
。

(
県
家
庭
教
育
資
料
よ
り
)
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へ
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称
略
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敬
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b
A

、
夕
焼
郵
便
受
け
を
の
ぞ
く
癖
手
術
場
と
古
い
つ
つ
医
師
ら
入
り
行
き
し

馳
け
る
子
に
越
さ
れ
て
母
や
枯
野
道
あ
と
は
雨
ふ
る
音
の
み
に
し
て

磯

部

信

与

深

沢

完

興

冬
菜
取
る
母
晩
年
を
気
健
生
く
=
そ
れ
ぞ
れ
の
木
の
香
川
放
ち
て
焼
か
れ
ゆ
く

葬
る
母
に
よ
く
似
し
一
娘
等
よ
冬
座
敷
戸
大
き
焚
え
を
囲
む
小
さ
き
掌

長

田

そ

の

子

中

内

藤

ふ

く

次

母
の
税
制
川
・
替
え
る
や
密
村
持
た
せ
つ
つ
一
沖
縄
の
車
椅
子
送
手
雑
踏
の

障
り
身
の
整
理
追
返
た
り
年
用
意
中
る
つ
ぼ
に
も
ま
れ
固
さ
握
手
を

小

沢

百

合

子

一

志

村

久

男

庭
の
樹
々
右
往
左
往
や
北
風
の
中
立
孟
土
の
社
を
清
め
尤
朝
を

え
の
風
和
賞
ひ
し
ら
し
ゃ
夜
の
句
座
江
迎
え
ん
と
し
て
老
等
集
え
り

河

田

好

子

一

桑

原

丑

寅

と
と
の
は
ぬ
匂
を
持
ち
帰
る
冬
の
旅
立
キ
ュ

i
イ
フ
ル
ー
ツ
呉
れ
に
来
し
人
に

真

珠

湾

穏

や

か

に

作

ち

冬

日

燦

一

我

植

し

苗

枯

た

る

を

細

々

話

輿

石

さ

古

代

一

柳

沢

八

十

一

柚
子
の
香
や
ふ
ら
り
と
胸
を
人
よ
ぎ
る
:
新
機
構
氏
羊
な
り
て
可
政
の

カ
リ
ン
の
金
ン
ひ
そ
や
か
後
に
積
み
重
ね
エ
平
和
に
な
ご
む
春
の
訪
れ

内

藤

ふ

く

次

一

保

坂

抱
く
胸
に
風
邪
の
嬰
顔
を
埋
め
迅

L
Z

え
来
て
て
迄
ひ
寄
れ
る
嬰
を
つ
つ
み
抱
く
「

松

岡

満

子

抱
き
上
げ
て
鈴
一
振
り
や
初
詣
で

落
禁
炊
く
そ
れ
ぞ
れ
の
木
の
匂
い
し
て

薬

袋

花

枝

)1慎

子

住
用
土
地
や
建
物
を
取
得
す
る
た
め
の

お
金
で
あ
る
場
合
に
は
、
も
ら
っ
た
土

地
な
ど
の
価
額
が
一
千
万
円
ま
で
は
贈

与
税
が
か
か
ら
な
い
特
典
が
あ
り
ま
す
D

乙
の
特
典
は
、
一
生
に
一
度
し
か
受
け

お
金
や
不
動
産
な
ど
財
産
を
も
ら
っ
る
乙
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

た
人
は
も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
が
印
万
乙
の
特
典
を
受
け
る
場
合
は
、

2

円
を
超
え
る
と
贈
与

幾

重

議

襲

警

緩

1
日
か
ら
3
月
間
日
ま
で
の

税
が
か
か
り
ま
す
。

綴

警

護

議

懇

欝

聞
に
戸
籍
謄
本
(
又
は
抄
本
)

と
乙
ろ
で
、
結
婚
し
て
初
年
以
上
に
な
ど
を
添
付
し
た
贈
与
税
の
申
告
書
を
住

な
る
夫
婦
問
で
は
も
ら
っ
た
財
産
が
居
所
地
の
税
務
署
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

住
用
の
土
地
や
建
物
で
あ
っ
た
り
、
居
ま
す
。

税
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
喰
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FEBRUARY=如月(きさらさ)

-の企園大山予防週酷

(21128日-3月13日)

誕生石=アメジスト(誠実)

誕生花=バイオレット

2月の花=梅(悲哀)

西条地区確定申告相談受付~
-20日まで(役場 8 p参照〕

2 17 

3前分 18 ね乳館た児〕き健り康老診メ査ス浴総サ合←会ピス館()総合会

4立春 19雨水
讃ジ8ヤp品参健照開協〕糊語粧謹j甲府保健

(総合封官

5 20 

6 
リハビリ教室(総合会館)

ア 健北康方領の土日の日 リハビリ教室(総合会館)

押原地区確定申告相談受付--，
-27日まで(役場 8 p参照〕

9 

10 

痴呆性老人家庭介護教室(甲府
保健所、 9p参照す 1124 

1歳6か月児健康診査(総合会
館)

甲府地方法務局登記相談(甲府
法務局、 9p参照)，~~'" ，， - 11 25 ねたきり老人入浴サービス(総

合会館〉

12 
ねたきり老人入浴トビス(総合封印
ジ、ヤズ示;クシンク糊教室(長窓1127
館、 8p裂顎〕

痴呆性老人家庭介護教室(甲府 11 春の全国火災

保健所、 9p参照、 1128封書草日

5歳児健康診査(総合会館〉
ジャズボクシンク?集教室(合ム会
館一 8p裂顎〉

詩碑突委員会量重量判府
保健所、 9p参照)

母子手帳及び一般健康相談日
(総合会館)

国民健康保険税2月分納期限

13 

14苧どレンタイ
、/ア」ー

母子手帳及び一般傍棄相談日(総
合会館)親と子の読書出嘉(公民館)
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カヲス・ブヲスチック類| 金属類
3日、 6日、 10日 ||
13日、 17日、 20日| 今月は | 
24日、 27日 =1 ....L. ~""'n 4日

'第 1水曜日 l

※今月は、西条地区(西条一区、西条

二区、清水新居、西条新田)の不燃

物の収集日が第 1の水曜日となりま

したので西条地区の万はご注意くだ

さいo

毎週 2目、 5日、 9日

12日、 16日、 19日

23目、 26日

毎
月第

4
水
曜
日ロHno 口

u

月

曜

水

毎

3第

※ゴミは、必ず町指定の紙袋または、

荷札を使って出してくださし、。ピニ

」ル袋等で、出してあるものは、収集

いたしませんので必ず守ってくださ

25日

月・木曜日
し、。

女わたしたちの町をきれいにしよう*


